


















































時保護入院 2 回の経験があった。少年院は A 君
































































































































た。連絡もなく 2 ～ 3 ヶ月が過ぎて、突然保護
司から電話が入った。「A 君が自転車に乗ってい
たところ車にぶつけられて打撲 1 週間の入退院
後、期限付きで父親の家にいるが、継母からいつ
までいるのと責められ、いくところがないという
訴えがあり、協力してもらえないか」というもの
だった。これはチャンスと思い「医療的につなが
りがあればグループホームなどの紹介も可能」と
返事した。
　しばらくして、本人が当センターに現われ、職
員と面接した上でその場で診察の予約を取り、職
員同行で通院が開始された。
　料亭で住み込みをしているとか、一人親方の手
伝いをしているとか、来るたびに話しが変わって
いたが、給料のある間は自主的に通院をした。し
かし孤軍奮闘のA君は結局ホームレス状態になっ
た。A 君の問題はメゾレベルからミクロレベルへ
と収斂していき、障害を抱えたまま独りぼっちに
なった。
7）ミクロレベルからメゾレベル問題へ――福祉、
行政、司法の連携、その 1
　当センターにある日ふらっと現われて、A 君が
「今日で 20 歳になった」と報告してくれた。そ
の後、警察からの拘留の連絡が入り、面会に行く
と悪ふざけの態度で空元気を見せてくれた。その
様子を見ながら「私はあなたが芯のところでは素
直な子だって事を知っているよ」と語りかけると、
その瞬間下を向いてからだの動きが止まった。そ
れから真剣な表情で顔を上げた。そこで「福祉の
支援を受けたいという意思がありますか」と尋ね、
意思を確認した。A 君は「負の連鎖から抜け出し
たい」と明言した。
　すでに国選弁護人に対しては、生活保護を受け
ないで自力で生活を立て直したいと希望してい
た。
　そこで、ミクロレベルからメゾレベルへの展開
を開始した。拘置所にいる間に、A 君のための地
域定着支援を考え、自治体の定着支援センターへ
連絡を入れて、定着センター職員、行政職員、支
援者で支援会議を開いた。親族にも連絡を取り居
住できる場所がある事を確認した。1 週間後に公
判となった。結果、その場で釈放であった。とこ
ろが想定外のことが起こった。親族へ連絡を取る
と態度が一変し、受け入れられないと断られた。
そこで保護観察所へ保護先を求めたが宿泊保護先
を紹介してくれない。親族からは見放されたうえ、
司法と福祉の連携の難しさを感じた瞬間であっ
た。「福祉支援に乗ってほしい」と言った支援者
の言葉はことごとく覆され、結果は A 君の行き
場がどこにもないという振り出しに戻っただけで
あった。
8）ミクロレベルからメゾレベル問題へ――福祉、
行政、司法の連携、その２
　その１週間後 A 君は軽微な犯罪で警察に拘留
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された。釈放４日後また拘留された。国選弁護人
からの連絡で面会に行くと、A 君は「もうこれ以
上警察沙汰になりたくない。刑務所だけは絶対に
いやだ。自分で働くにも限界があるから生活保護
を受けて生活をしたい」と希望を述べた。
　そこで、再度ミクロレベルからメゾレベルへの
展開である。支援者は A 君の出所日に合わせて
受け入れられる居住場所を探した。運よく、出所
日から5日目に入れるシェルターとグループホー
ムが見つかった。早速シェルター責任者、弁護
人、支援者と３名で接見し本人の様子と意思の堅
さを確認の後、支援会議を行なった。まず、生活
保護の申請をどの自治体で行うかについて、シェ
ルター責任者が下準備した。ある自治体が快く受
け入れ約束をしてくれた。
　釈放後、弁護人が生活保護受給まで見守る責務
を果たした。その自治体で紹介された無料低額宿
泊所に宿泊できることになった。A 君の特性を配
慮した選定だったのでシェルターには入らずにす
んだ。
　グループホームも受け入れ準備をしたが、本人
に確かめると「今はまだ行きたくない」との返事、
そこで意思を尊重した。
　今 A 君は、安心できる自分の住処を得られて
満足している。ついにメゾレベル問題へと帰着し
たと言える。
3. まとめ
　A 君の事例から学べるのは以下のことである。
　ミクロとマクロの問題の錯綜を解きほぐして問
題点を往復させたとしても、何も解決しない。障
害ある個人が司法の下で懲罰を受けることでは、
その人の人生の新しいスタートはなかった。問題
はメゾ部分への広がりが作れるかである。マクロ
からメゾへ問題をおろしていく方法は成果を出せ
なかった。唯一成功したのは、福祉、行政、司法
が連携して、ミクロ問題をメゾ問題へと押し広げ
た時だけであった。この連携は何度も繰り返す
必要があった。A 君が福祉との接点を保てたのは
素朴な信頼を寄せてくれたからである。これは A
君が社会的主体となる始点であった。
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